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り.現在の官僚統制とはまさにこのことである｡ 研究者間では 打 まず法律 p
ではなくて､研究上.学問上の要求で既成事実をつ くって押してみて制度と
ぶつつか らなければなるまいoその義務が研究者の代表 となられた方にはあ
ると思うのであり､我々もそれに援助は惜しまない｡ それが感じられない限
り.●そのおえら方は研究者の意向を押えることを自分の仕事と心得てお られ
ると思わざるをえない｡ (つづく)
〔物性若手グループ委員長が物性研所長 との会見の報告を次号以下に書 く予定｡〕
一一867･-
